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死
刑
慶
止
の
歴
史

封
す
る
。
…
…
一
つ
の
殺
人
に
一
つ
の
殺
人
を
加
え
る
こ
と
は
殺
人
を
ゼ
ロ
に

す
る
の
で
は
な
く
、
殺
人
が
二
つ
に
な
る
の
だ
！
」
と
叫
ん
だ
。

　
死
刑
存
置
論
渚
も
こ
れ
に
激
し
く
感
酬
し
た
。
し
か
し
所
詮
準
傭
不
足
は
覆

い
得
ず
、
か
つ
日
程
も
迫
つ
て
い
る
と
い
う
事
情
で
、
こ
の
提
案
は
一
蹴
さ
れ

た
。総會にお

け
る
死
刑
慶
止
の
論
議
と
投
票
の
結
果
　
　
纏
會
は
四
週
間
後
に

開
か
れ
た
。
死
刑
慶
止
の
提
案
は
吐
會
民
主
黙
お
よ
び
獅
立
肚
會
民
主
黙
か
ら

爲
さ
れ
た
。
本
來
な
ら
ば
、
死
刑
慶
止
論
者
達
は
議
席
の
過
牛
数
を
制
し
て
い

な
い
事
情
か
ら
し
て
、
多
大
の
準
備
を
重
ね
て
臨
む
べ
き
で
あ
つ
た
の
に
、
存

厩
論
者
の
論
陣
に
屡
倒
さ
れ
て
し
ま
つ
た
程
、
お
ざ
な
り
な
論
議
に
絡
始
し
た
。

　
か
く
て
記
名
授
票
に
よ
つ
て
裁
決
の
結
果
一
二
八
封
一
匠
三
で
塵
止
の
提
案

は
葬
り
去
ら
れ
た
（
第
七
表
参
照
）
。

　
こ
こ
に
い
え
る
こ
と
は
、
吐
會
主
義
政
黙
の
努
力
の
不
足
が
、
ド
イ
ッ
民
主
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
動
か
し
得
な
か
つ
た
こ

緻
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
致
命
傷
と
な
つ
た
。

議
す

會
關
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
第
三
讃
會
に
お
い

民
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
死
刑
慶
止
論
者
は
、
死

國
止

ル
慶
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
慶
止
の
提
案
を
む
し
か

如
翻
　
　
　
　
　
　
え
す
こ
と
を
断
念
し
、
政

イ
る
蕪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
に
封
し
て
二
つ
の
決
議

ワ
け
の

　
お
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
す
る
こ
と
を
提
案
し

鯨　
に
票

　
愈
投
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
、
國
民
會
議
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
刑
巖
止
を
目
的
と
す
る

政　　　　蕪 賛成 反　封’

肚會民主難
猫立民主薫
中　　央　　窯

財ツ民主劉
ドィツ國民窯1
ドィツ國樺窯1

一ノーパ畷

105
1723

1／

・1

　　0
　　0
　65
1　40
　14
　31
　　3

数1総　　　遡1・53

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
（
一
〇
九
八
）

刑
法
お
よ
ぴ
行
荊
の
改
革
に
關
す
る
法
律
案
を
速
か
に
政
府
が
議
會
に
提
出
す

る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

　
第
二
、
國
民
會
讃
は
、
現
行
法
が
死
刑
の
み
を
規
定
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
場

合
臓
輕
減
事
由
を
認
め
、
死
刑
と
並
ん
で
選
揮
的
に
自
由
刑
を
科
す
る
こ
と
を

許
す
法
律
案
を
蓮
や
か
に
提
出
す
る
よ
5
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

　
こ
の
二
つ
の
決
議
案
は
無
記
名
投
票
の
結
果
、
ド
イ
ッ
民
主
蕪
の
協
力
を
得

て
多
教
の
養
同
で
可
決
さ
れ
た
。

　
か
く
し
て
、
死
刑
の
問
題
に
闘
す
る
ワ
イ
マ
ー
ル
國
民
會
議
の
最
後
の
言
素

が
語
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

手
　
塚

　
　
　
　
　
　
り

執
筆
者
紹
介

豊
　
　
法
學
部
教
授
　
　
日
本
法
制
史

中
村
菊
男
　
法
學
部
教
授
日
本
政
治
史
、
政
治
學

石

川

忠
　
雄
　
　
法
學
部
教
授
　
　
中
國
政
治
史

米
津
昭
　
子

宮
澤
浩

石

川

法
學
部
講
師
　
　
商
法

法
學
部
助
手
　
　
刑
事
學

明
法
學
部
助
手
民
事
訴
訟
法

中
村
勝
範
　
法
學
部
副
手
日
本
政
治
思
想
史
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